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　市
民
の
皆
様
の
負
託
を
受
け
、
市
長
と
し
て
市
政

を
お
預
か
り
す
る
こ
と
に
な
り
、
６
年
９
カ
月
が
経

ち
ま
し
た
。
そ
の
間
、
様
々
な
出
来
事
を
経
験
し
な

が
ら
も
、「
誇
り
高
い
ま
ち
沼
津
」の
実
現
に
向
け
て
、

市
民
の
皆
様
と
一
丸
と
な
っ
て
人
・
ま
ち
・
自
然
が

調
和
し
、
躍
動
す
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　そ
の
中
で
も
、
本
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
中
核
を
な

す
沼
津
駅
周
辺
総
合
整
備
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

昨
年
１１
月
に
新
車
両
基
地
の
工
事
に
着
手
し
、
将
来

の
ま
ち
の
礎
が
着
実
に
築
か
れ
て
き
て
お
り
ま
す
。

　中
心
市
街
地
に
お
き
ま
し
て
は
、
町
方
町
・
通
横

町
第
一
地
区
第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業
が
本
格
的

に
動
き
出
す
と
と
も
に
、
大
手
町
五
丁
目
第
一
地
区

第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業
を
新
た
に
都
市
計
画
決

定
し
た
ほ
か
、
沼
津
駅
南
口
交
差
点
東
側
の
地
上
横

断
化
工
事
が
本
年
３
月
に
完
成
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、

イ
シ
バ
シ
プ
ラ
ザ
跡
地
へ
の
商
業
施
設
の
進
出
が
報

道
さ
れ
る
な
ど
、
本
市
の
顔
で
あ
る
沼
津
駅
の
南
北

に
変
化
が
表
れ
、
都
市
機
能
の
強
化
に
向
け
た
取
組

が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
引
き
続
き
、
沼
津
駅
周

辺
に
お
け
る
公
共
空
間
再
編
や
中
央
公
園
の
再
整
備

な
ど
に
取
り
組
み
、
ヒ
ト
中
心
の
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　ま
た
、「
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
の
ま
ち
沼
津
」の
推
進
や

　令
和
７
年
２
月
の
市
議
会
定
例
会
で
、
新
年
度
の

市
政
運
営
の
考
え
と
、
重
点
施
策
を
盛
り
込
ん
だ
施

政
方
針
を
発
表
し
ま
し
た
。
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各
種
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
と
連
携
し
た
取
組
な
ど
、
ス
ポ

ー
ツ
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
が
着
実
に
進
ん
で
お

り
、
ま
ち
に
活
力
を
与
え
て
お
り
ま
す
。

　文
化
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て
も
、
本
市
出
身
の
俳

優
が
主
催
し
た「
し
ず
お
か
映
画
祭
」が
市
民
文
化
セ

ン
タ
ー
で
盛
況
の
う
ち
に
開
催
さ
れ
、
若
い
力
に
よ

り
、
本
市
か
ら
映
画
文
化
の
発
信
が
な
さ
れ
る
な
ど
、

市
民
の
皆
様
の
芸
術
文
化
に
対
す
る
気
運
が
高
ま
っ

て
お
り
ま
す
。
こ
の
流
れ
を
よ
り
一
層
加
速
さ
せ
る

べ
く
、
芸
術
文
化
を
身
近
に
感
じ
親
し
む
こ
と
が
で

き
る
よ
う
支
援
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
歴
史
文
化

資
源
の
保
存
・
活
用
を
図
る
こ
と
で
、
活
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
を
力
強
く
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　加
え
て
、
時
代
の
変
化
に
伴
う
労
働
力
人
口
の
減

少
や
産
業
構
造
の
変
化
を
見
据
え
な
が
ら
、
積
極
的

に
企
業
を
誘
致
す
る
と
と
も
に
、
事
業
承
継
の
促
進

や
各
種
産
業
の
新
た
な
担
い
手
確
保
な
ど
、
産
業
振

興
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　さ
ら
に
、
子
育
て
に
や
さ
し
い
ま
ち
を
目
指
し
、

妊
娠
、
出
産
、
子
育
て
ま
で
の
切
れ
目
な
い
支
援
の

更
な
る
充
実
を
図
り
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育

て
る
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　こ
の
よ
う
に
、
様
々
な
都
市
基
盤
の
整
備
が
進
み
、

多
く
の
人
が
笑
顔
で
い
き
い
き
と
活
動
し
て
い
る
姿

が
ま
ち
に
あ
ふ
れ
る
元
気
な
沼
津
を
目
指
し
て
、
持

続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。（
一
部
抜
粋
）

※
令
和
７
年
度
の
施
政
方
針
の
全
文
は
、
市
ホ

　ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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　　　ぎわいの創出や地域経済の活性化につながる交流人
　　　口や関係人口の拡大には、本市ならではの特色を活
用した魅力的な施策を進めることが必要です。需要が高ま
っているインバウンドの促進や地域資源を活用したツーリ
ズムの磨き上げ、観光を中
心とした台湾との相互交流、
移住施策の更なる推進など
に取り組み、多くの来訪者
を惹

ひ
きつけるまちづくりを

進めます。

　　　市の活力や発展を支える定住人口の確保には、出生
　　　数の減少傾向を抑制し、転入超過を維持する必要が
あります。このため、結婚を望む人への支援や誰もが安心
して妊娠、出産、子育てできる環境の整備、都市的魅力や
利便性の向上、民間発意に
よるまちづくり活動の支援
など、沼津に住みたい、住
み続けたい、そして関わり
たいと思えるまちづくりを
推進します。

に都

暮らしやすいまちへ１
視点

ひとが行き交うまちへ２
視点

産業が元気なまちへ３
視点 安全・安心の

もとで暮らせるまちへ４
視点

　　　年頻発している大規模な自然災害や複雑多様化する
　　　犯罪などは、市民生活に大きな不安を与えています。
引き続き、豪雨災害に対する総合的な治水対策を進めるほ
か、南海トラフ巨大地震等
に備えた耐震化の促進や、
タイムリーな災害情報発信
の仕組みづくり、特殊詐欺
対策など、誰もが安全・安
心を実感して暮らすことが
できるよう、適切な対策を
講じます。

　　　業を元気にすることは、雇用の拡大や地域経済の活
　　　性化をもたらし、市民の豊かな生活につながる大変
重要な施策です。
　本市への移転を検討する
企業に対する支援を積極的
に行うとともに、市内企業
への就職促進や魅力ある商
店街の創出に向けたリブラ
ンディング、起業創業の支
援など、産業振興策に積極
的に取り組みます。

近産

つの視点４令和７年度重点的に取り組む
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